RILEM ニュース
RILEM国内連絡会の活動概要

材料施工委員会RILEM小委員会　

RILEM国内連絡会の概要
RILEM（国際材料構造試験研究機関・専門家連合）は参加国数約80、会員数1200名を超え、世界の材料構造試験研究機関及び専門家の情報交流の組織として活動を行っている。

RILEMの活動には日本からも多くの試験研究機関及び専門家が参加している。RILEM国内連絡会は日本国内のRILEM会員により組織され、RILEM活動に関する情報交換及び協力活動を推進するために1978年に設置された。RILEM国内連絡会では以下のような内容が報告されている。

①RILEM Weekの概要報告

②日本からの参加者が中心となって活動しているRILEM TCの活動報告

③建築学会RILEM小委員会の活動報告

④RILEMに関連する国内でのシンポジウム等の報告

RILEM国内連絡会の会長は日本のNational Delegateである独立行政法人建築研究所理事長が努めており、事務局は建築研究所材料グループ及び企画部に設置されている。また、RILEM国内連絡会はRILEM会員である試験研究機関の代表者とRILEM個人会員より構成されている。末尾にRILEM国内連絡会のメンバーを示す。
2006年RILEM国内連絡会の概要
前回のRILEM国内連絡会は第60回RILEM Week（2006）後の2006年11月に開催された。開会挨拶、出席者紹介、前回議事録確認のあと以下のような報告が行われた。

①事務局から国内連絡会メンバーリストの報告がなされ、メンバーの確認が行われた。

②第60回RILEM Weekの概要がNational Representativeとして参加された三橋東北大学教授及びNational Delegate代理として参加した本橋（建築研究所）から報告された。

③TC-192 ECMの活動について、TC委員長である樫野前橋工大教授から報告された。

④TC-194 TDPの活動について、TC委員長である大濱日大教授から報告された。

⑤建築学会RILEM小委員会の活動内容について小委員会の幹事である今本足利工大講師から報告がなされた。

⑥日本のRILEM会員が参画しているその他のTCの活動状況やシンポジウムの予定について情報交換が行われた。

⑦2007年のRILEM国内連絡会の開催時期をRILEM Week後に予定することとした。

RILEM国内連絡会メンバー

2006年11月に確認したRILEM国内連絡会メンバーリストを以下に示す。事務局では日本のRILEM会員の動向について国内RILEM会員への連絡やRILEMホームページ等により把握に努めている。

〔会長〕
山内泰之（独立行政法人建築研究所）

〔個人会員〕

浜幸雄（室蘭工業大学）、羽原俊祐（岩手大学）、橋本親典（徳島大学）、早川光敬（東京工芸大学）、五十嵐心一（金沢大学）、今本啓一（足利工業大学）、加賀谷誠（秋田大学）、鎌田敏郎（大阪大学）、亀田泰弘（(株)エフ・アール・シー）、閑田徹志（鹿島建設（株））、樫野紀元（前橋工科大学）、片山哲哉（川崎地質(株)）、川上洵（秋田大学）、桑原隆司（北海学園大学）、前田又兵衛（前田建設工業(株)）、三橋博三（東北大学）、三上貴正（東京工業大学）、宮川豊章（京都大学）、宮澤伸吾（足利工業大学）、村田義彦（（株）宇部三菱セメント）、武藤正樹（国土交通省国土技術政策総合研究所）、長瀧重義（愛知工業大学）、中山實（鹿島建設（株））、名和豊春（北海道大学）、大濱嘉彦（日本大学）、大津政康（熊本大学）、六郷恵哲（岐阜大学）、堺孝司（香川大学）、佐藤良一（広島大学）、千歩修（北海道大学）、重石光弘（熊本大学）、下村匠（長岡技術科学）、塩谷智基（飛島建設（株））、白山和久（筑波大学）、庄谷征美（八戸工業大学）、杉山　雅（北海学園大学）、田中享二（東京工業大学）、友澤史紀（日本大学）、椿龍哉（横浜国立大学）、内田裕市（岐阜大学）、湯山茂徳（日本フィジィカルアコースティクス（株））
〔試験研究機関〕

独立行政法人建築研究所、国土交通省国土技術政策総合研究所、(社)日本建築学会、(財)ベターリビング筑波建築試験センター、(社)セメント協会・研究所、(社)日本コンクリート工学協会、(社)建築研究振興協会
〔事務局〕

独立行政法人建築研究所材料研究グループ及び企画部

本橋健司／独立行政法人建築研究所













